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連結決算概要

2026年３月期
業績見通し

前年
同四半期比

増減額
2026年３月期
第１四半期

2025年３月期
第１四半期（単位：百万円）

48,5003.2%+298+9,5659,267売上高

2,86014.4%△71△423494営業利益

2,92014.2%△74△449523経常利益

1,96015.3%△53△296350
親会社株主に帰属する

四半期純利益

決算の概況

 社会インフラ分野で活用される特殊車両や各種機器の受注が堅調に推移しました。販売面では、電力
業界向けが減少したものの、造船業界においては、環境配慮型船舶の建造や新造船の建造需要が継続
したことを背景に、同業界向けの販売が増加しました。加えて、化学業界、鉄鋼業界では、定期修理
に伴う設備投資需要の他、生産性向上や技能継承を目的としたデジタル投資需要を取込んだことによ
り販売が堅調に推移しました。

 商品の販売構成が変化したことにより、売上総利益が減少しました。
 社員の能力開発やエンゲージメント向上を目的とした人材投資の強化に伴い、販売費及び一般管理費

が増加しました。

（注）本資料中の金額は、百万円未満の端数を切り捨てして表示しております。
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2025年３月期
第１四半期
売上高

工業用計測
制御機器

環境計測・
分析機器

測定・
検査機器

産業機械 2026年３月期
第１四半期

売上高
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9,800 

（単位：百万円）

品目別連結売上高増減要因

+298

製造用機械・電気機器、
産業用装置・重電設備、
鉄鋼業界向けに各種センサーや
情報通信機器の販売が堅調
電力業界向けの販売が減少

化学業界向けに大型検査
機器の販売が堅調
自動車業界向けの販売が一巡

化学、製造用機械・電気機器、
造船業界向けに水質・大気分析計や
ガス検知器の販売が堅調

社会インフラ分野で活用される特殊車両や定期修理を
契機とする投資需要を取込み化学業界向けの販売は堅調
生産設備の稼働率が高い造船業界向けの販売が好調
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9,267

△ 82

37

△ 23

144

43

241

△ 233
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2025年３月期
第１四半期

売上高

建設・
プラント

産業用装置・
重電設備

製造用機械・
電気機器

化学 鉄鋼・
金属製品

造船 電力・ガス その他 2026年３月期
第１四半期

売上高

9,000

9,100

9,200

9,300

9,400

9,500

9,600

9,700

9,800

業界別連結売上高増減要因

（単位：百万円）

+298

◆環境配慮型船舶の建造や新造船の建造需要が継続したことを背景に造船業界向けの販売が増加
◆定期修理に伴う設備投資需要、デジタル投資需要を取込み、主に化学業界向けの販売が増加
◆前連結会計年度に大型案件の売上があった電力業界向けの販売が減少
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バランスシート（連結）
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（単位：百万円）
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（単位：百万円）

資産 （単位：百万円） （単位：百万円）【増減の主な要因】 【増減の主な要因】負債・純資産

◆ 受取手形、売掛金及び契約資産：12,644（△3,331）
売上債権の回収が進んだことにより減少しました。

◆ 支払手形及び買掛金： 4,076（△2,383）
仕入債務の支払いが進んだことにより減少しました。

◆ 純資産：17,005（+49）
配当金の支払い（284百万円）により減少し、四半期純利益
（296百万円）等により増加しました。

※ 自己資本比率 ： 55.9％ （2025/03時点 51.2％）

2026年３月期第１四半期 ハイライト（カッコ内は前期比）
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連結業績推移

2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期
2026年３月期

（見通し）

３～４Q売上高（左軸） 21,606 23,884 24,102 26,940 27,800

１～２Q売上高（左軸） 15,771 17,399 19,190 20,195 20,700

売上高 37,378 41,284 43,292 47,136 48,500

経常利益（右軸） 1,608 1,979 2,421 2,853 2,920

親会社株主に帰属する

当期純利益（右軸）
1,067 1,320 1,667 1,954 1,960
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（単位：百万円）

2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期

ROE
（自己資本利益率） 8.7% 9.9% 11.2% 11.9%

安定的にROE11%
以上を目指します

2027年３月期
目標

11%以上
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本資料に関するお問い合せ先

経営戦略部

TEL：06-6539-4816

E-Mail：ir-info@eiwa-net.co.jp

URL：https://www.eiwa-net.co.jp

（注）この決算説明資料に記載されている売上高及び利益等の計画金額は、いずれも当社グループ会社の事業に関連
する業界の動向についての見通しを含む国内及び諸外国の経済状況、並びに各種通貨間の為替レートの変動その他の
業績に影響を与える要因についての現時点での入手可能な情報をもとにした見通しを前提としています。これらは、
市況、競合状況、新規取扱商品の導入及びその成否等、多くの不確実な要因の影響を受けるため、実際の売上高及び
利益等は、この資料に記載されている計画とは大きく異なる場合があります。本情報及び資料の利用は、利用者の判
断によって行ってくださいますようお願いいたします。本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一
切責任を負いません。


